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　国際会計基準審議会（IASB）理事として
2019 年 7 月 1 日に就任した。質の高い国際財
務報告基準（IFRS）の開発や修正と、一貫し
た適用を支援していくという IASB としての目
的を実現するために、世界各国から異なるキャ
リアを持って集まる個性豊かな他の理事と共
に、重責を担っていくこととなる。

新たな職務に係る責任と判断
　IASB のロンドンオフィスで過ごす日々の中
で、ある時から急に、ポール・ゴーギャンの描
いた「我々はどこから来たのか、我々は何者
か、我々はどこへ行くのか」という長い作品名
と昔見た絵画の様子が、頭に浮かんで離れな
い。この絵画は、ボストン美術館に所蔵されて
おり、人生の始まりから、活動が活発な成年期
を経て、人生の終わりまでの人間の姿を青みの
強い背景に沈むことなく南国の人々の日常生活
として描いた作品である。これまで公認会計士
として会計監査を中心とした道から飛び出し
て、新たな職務と責任に向き合って歩み出した
ことから、この絵画を思い出したのであろ
うか。
　前職では、PwC あらた有限責任監査法人の
パートナーとして、企業会計基準委員会
（ASBJ）の専門委員会の専門委員として、ま
た、PwC のグローバルネットワークの IFRS

専門部隊で日本を代表するパートナーとして、
日本の会計や監査の実務を踏まえて、自分の意
見や見解を示してきた。そうした立場におい
て、問題の全容をつかんだ上で、会計基準の原
則をあてはめながら、実務的な配慮をどこまで
できるのかといった困難な検討に、何度も直面
してきた。そのようなとき、自分の属性から解
き放たれるということは、ほとんどなかった。
むしろ、常に自分がどの属性にあるのかを忘れ
ることはなく、自らの軸と秤を使いながら判断
していた。
　しかしながら、困難な問題の検討や判断にお
いて、現職で期待されている理事としてのあり
方は、前職で求められていたあり方とは、明ら
かに異なる。もちろん、日本の公認会計士とし
て身につけてきた知識や経験は貴重なもので私
を支えており、前職での役割や責任がなけれ
ば、今の私という存在がない。また、現職に着
任することもなかったであろう。そして、今の
私が持てる知見の全てを投じて、職務を果たし
ていくことも期待されている。ただし、私自身
であること自体を変えることなく、かつ、多様
な関係者からのインプットを聴き理解し、その
ときに持ち得たもの全てを踏まえて、最終的に
は、独立した存在として判断してアウトプット
していくことが求められている。すなわち、私
自身の属性から繋がる知見やインプットを踏ま
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えながらも、その属性をも切り離した独立した
存在として物事を判断していくことの難しさ
は、これまでの人生の中で経験したことのない
新しいものであると痛感した。
　このような独立した存在であることが求めら
れるときに、孤独感や孤立感に苛まれるものな
のかどうかと問われたら、否と答える。それ
は、単一の質の高い国際的な会計基準を開発す
るという目的に対する日本をはじめとする多く
の国や地域の関係者の意識の高さと力強い支
援、そして、この活動に関わる IASB の理事並
びにスタッフのプロジェクトをやり遂げていく
ことへの熱意のあるコミットメントといった目
に見えない多くのものに支えられて、私の理事
としての日々の活動があるからだ。

これからの IFRSに求められること
　最初にご紹介した絵画を描いた時の画家ゴー
ギャンは失意の底にあったため、作品名も絵画
も先行きや展望は決して明るくなく、私の船出
にふさわしくないようにも思える。しかしなが
ら、この作品のきっかけになった画家が反発し
たキリスト教の教義は、「人間はどこからきた
のか、どこへ行こうとするのか、どうやって進
歩するのか」であったと聴いている。すなわ
ち、画家が反発した教義には含まれていた「ど
うやって進歩するのか」を、私がこの絵画の
メッセージとして受け止めていることから、繰
り返し頭に浮かんで問いかけてきているのだと
気づいた。
　現在、IFRS は、2018 年 4 月 25 日現在 IFRS
財団が確認している 166 のうち 144 の国または
地域で使用が義務付けられ（https://www.ifrs.
org/use -around- the -wor ld/use -o f - i f r s -
standards-by-jurisdiction/#analysis）、真の国
際的な会計基準となっている。このような位置
付けの会計基準であることは、全ての関係者の
方々のこれまでの支援と協力の賜物である。

　しかしながら、IFRS も他の会計基準と同じ
であり、財務報告を作成するために利用される
会計のルールである。つまり、IASB での開発
が終了し公表された後は、実務で利用されるた
めに存在し、利用されなければ存在意義が喪失
するルールである。そのような会計基準の一つ
である以上、企業活動や取引だけではなくそれ
を取り巻く環境が変化するときには、その変化
に応じられるのかどうかが検討され、必要な対
応がなされていくことが求められる。したがっ
て、IFRSが今置かれている状態で立ち止まり、
新たな企業活動や取引、企業環境などに応じら
れなくなれば、いつでも会計基準として利用さ
れなくなり、その代替として新しい会計基準が
利用されるおそれは否定できない。
　更に、これまで IFRS の開発段階では、想定
し得なかった業種や取引、テクノロジーを利用
した財務情報の利用、広範囲にわたる関係者の
理解や考えの多様化等の織り込まれていない問
題も日々出現している。国際的にも経済活動の
変化も急速で、影響も複雑であり、将来予測が
困難で不透明な要素が高まり、企業や市場の在
り方も根幹から大きく揺さぶられている。
IFRS も、普遍的で基盤となる変えてはならな
い軸と、将来を長期的に見据えながら変えてい
くべき部分とをしっかりと見極めて開発されな
ければならない。これからもより多くの国や地
域の企業の利用に耐えうる質の高い会計基準で
あり続けるために、進化を遂げていく必要が
ある。
　IFRS が急速な変化が継続する時代のニーズ
に応えその良さを失うことがないように、私自
身も、多くの関係者からのインプットに耳を傾
け理解しながら、ぶれることない軸を持って
IASB での審議に参加し、幅広く多様な活動に
従事したい。そして、これからも成長し進化で
きるように、日々精進していきたい。
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　子供のころから手品を見るのが好きだった。
　何もない 1枚のハンカチから鳩が飛び出した
りするのを見て、子供心にすごく驚いたもの
だ。国際会計基準審議会（IASB）理事に就任
して以来 8年間、そんなマジックを毎月企業会
計基準委員会（ASBJ）のスタッフから見せら
れた。

　IASB 会議の資料は膨大である。特に就任当
時は米国財務会計基準審議会（FASB）との
ジョイントプロジェクトが多かったので、総
ページ数が 1,000 ページ近くになることもあっ
た。もちろん全て英語である。今では資料は必
ず 2週間前に出てくるが、当時は資料が出てく
るのが会議の 1 週間前。7 日間は 168 時間、す
なわち 10,080 分である。1,000 ページを 1 週間
以内に読むとなると単純計算で、1 ページ 10
分のペースで、24 時間ぶっとおしで読んでよ
うやく間に合う。当然多少の睡眠も食事も移動
時間も必要なので、そんなゆっくりのペースで
読んでいては間に合わない。もちろん読むだけ
ではなく、十分に理解し、自分の考えを整理
し、発言の準備をしなくてはならない。資料は
時に非常に難解なこともある。また、過去の議
論の経緯を知らなければ、いくら丁寧に読んで
も意味がよく分からないものもある。大変な仕
事を引き受けてしまったと思った。

　しかし、ASBJが総力をあげて私をサポート
してくれた。スタッフで手分けをしてテーマ毎
に資料を読み解き、日本語の要約や、過去の議
論の経緯説明を準備してくれた。時にはオリジ
ナルの英語の資料にはない図表やチャートまで
用意して、議論のポイントを教えてくれた。そ
のスピードと精度がマジックとしか言いようが
なかった。私が英語の資料を読み始める前に、
もう日本語の丁寧な解説が出来上がっていた。
本当は ASBJが先に日本語で資料を作ってい
て、IASB がそれを英語に翻訳していたのでは
ないかと思われるくらいタイミングが早かっ
た。このような超人的な ASBJのサポートが
なければ、私は自信を持って議論に参加すると
いうことは出来なかった。担当されていたス
タッフの方々は、徹夜に近い作業もされていた
のではないかと容易に想像できる。
　しかも ASBJの素晴らしかったのは、それ
だけのサポートをしながらも、私が IASB 理事
として発言をすることについて、一切の干渉を
しなかったことである。IASB 理事は国の利益
代表ではなく、あくまで個人の見識に基づいて
発言することが求められる。従い、私はASBJ
での議論も参考にしつつ、自分自身の意見形成
をして IASB で議論をしてきた。時に、ASBJ
の意見と全く異なる意見発信をすることも
あった。
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　一方で、ASBJは私が調査をお願いしたこと
については、非常に迅速に対応してくれた。例
えば、金融商品会計や料金規制事業会計など特
定の産業分野に影響があると考えられる提案事
項について、私がお願いすれば、すぐに関連す
る業界団体などからの反応を調査してくれた。
ASBJは日本のほぼ全ての産業セクターの業界
の関係者とのチャネルがあり、それぞれの分野
のキーパーソンのご意見をボード会議が始まる
前に、事前に確認することが出来た。その点で
は、私は他の IASB 理事よりもはるかに恵まれ
ていたと思っている。おかげで、会計士でもな
く、会計の学識者でもない私が何とか 8 年間
IASB 理事という重責を全うすることが出来
た。いくら感謝をしても仕切れないほど感謝し
ており、誌面を借りてお礼を申し上げたい。

　ところで、IASB の使命は国際的に利用可能
な単一の 1組の会計基準を作成することである
が、おのずとそれは英語にならざるを得ない。
すると論理構築も英語を前提とした組み立てに
なり、日本語に置き換えると理解不能なものに
なることもある。一方で、日本にはしっかりと
した法体系に基づく日本語の専門用語があり、
日本の社会制度の中での厳格な定義と運用体系
がある。そこに英語から単純翻訳した言葉を当
てはめても、全くしっくりこないことが多い。
おそらく、それは言葉だけの問題ではなく、多
くの学者が指摘されているように会計とその他
の社会制度との整合性や枠組みそのものの問題
なのかもしれない。しかし、世界中でこれだけ
IFRS が適用されているとなれば、それは何と
しても乗り越えなくてはならない。ただし、そ
れは日本が一方的に国際標準に合わせなくては
ならないということではない。
　日本は経済大国である。世界第 2位の地位か
らは陥落して久しくとも、自由主義圏の中では
依然として大きな存在感のある経済単位であ

り、独自の伝統と文化に支えられた経済システ
ムを持っている。その経済システムが無視され
た状態で国際的な会計基準を作っても、それは
欠陥商品である。そのような欠陥商品を作らせ
ないようにするのが、IASB 理事の役割であ
り、そのためにASBJの協力もいただけた。
　私が理事になってからも、多くの ASBJス
タッフが IASB に出向し、実際に基準設定に直
接関与している。また、ASBJは様々な国際会
計人材育成のための教育プログラムを策定し
て、次の世代への準備もしている。国際基準策
定に関与するためには、このような地道で息の
長い努力が重要である。それは目立たない努力
であるが、着実に成果を生む努力でもある。
　例えば、概念フレームワークでも当期純利益
の重要性が再確認され、現在 IASB が取り組ん
でいる基本財務諸表プロジェクトにおいては、
営業利益が IFRS の定める勘定科目となる。ま
た、日本の経常利益に近い概念も提案される。
そして、日本の市場関係者の関心の高いのれん
代の会計処理について、6 月のボード会議で
は、IASB がのれん償却を復活させるという提
案をするかどうかが議題となった。8対 6 で否
決されたものの、これまではほとんど無視され
てきていた議論であったことを考えると、状況
は大きく変化してきている。加えて言えば、6
月の投票結果は 8対 6ではあったが、減損処理
のみの現在の会計処理で問題ないという見解を
支持した理事は 5名のみであり、残り 9名は減
損処理のみの現在の会計処理には問題ありとい
う認識であった。ただ、9名のうち 3 名は償却
と減損のみの両論併記をすべきという意見で
あったが、5年も議論をした上での両論併記は
あり得ないということから、最終的な投票結果
が 8対 6となったのである。

　このように日本の意見は、着実に IASB の議
論に反映されてきている。もちろん、その背景
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には日本における任意適用の拡大という大きな
動きがあるが、上述したような ASBJをはじ
めとする日本の関係者の方々の継続的で地道な
努力が着実に実ってきていると考える。世界を
変えるマジックとは地道な活動なのである。
　会計基準に限らず、日本が国際標準に参画
し、そこに意味のある影響を成すことは並大抵
のことではない。本稿では ASBJの活動を中
心に述べたが、もちろん他にも、金融庁、経団
連、ユーザの方々、監査人の方々をはじめ非常
に多くの市場関係者からも同様に大変強力なサ
ポートをいただき、それに支えられてここまで
やってくることが出来た。改めてここに深い感
謝を申し上げ、筆を置きたい。
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